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舞洲スポーツアイランド

3-4期生初の岡山トレーニング

OKAYAMA

1期生の三浦柚貴(17)。3期生の柱本翔夢伊(13)と小野原智(11)。4期生の北村有志(11)の4名
がこのトレーニングに参加しました。小野原と北村はこの日が初めての岡国でのトレーニング
となります。

朝から降り続いた大雨により完全フルウェットコンディションの中、トレーニングがスター
トしました。1セッション目は柱本がドライブします。慎重に走行していましたが、深い水た
まりを踏んだ瞬間にハイドロプレーニング現象となりスピンしてしまいました。幸いマシンに
ダメージはなく、その後も走行を続けました。2セッション目は三浦が走行します。この4名の
中で最も経験値が豊富なこともあり、フルウェットの中でも暴れるマシンを冷静にコントロー
ルしていました。ラップタイムもコンスタントに良いタイムを記録しており評価の高い走りで
した。3セッション目は先ほど不発に終わった柱本。三浦の走りをリアルタイムオンボード映
像で確認しており、改善できるポイントはしっかりと見つけていました。走り出すと先ほどの
走りが嘘のように軽快に走ることができました。

 4セッション目は北村。緊張した様子でマシンに乗り込みました。何度もシミュレーターで
走行したコースを初めてレーシングスピードで走ります。慎重に周回を重ね、無事に30分を走
り切りました。 5セッション目は小野原が初の岡国に挑みます。ピットアウトしてコースイン
し、ゆっくりとアクセルを踏み込んでいきました。北村と同様に慎重な走りで周回を重ね、無
事に30分を走り切りました。小野原は自らの修正点を講師からアドバイスされ、すぐにマシン
に乗り込みました。連続走行となったため体力面が心配されましたが、アドバイス通りに走り
を変えていき、初日としては素晴らしい内容で走行を終えました。最後は北村が2度目の走行
に入りました。雨は止み路面は乾き始めてきました。1回目の走行で見つけた課題をクリアす
るのが最大の目的です。徐々にペースを上げていき、初めてとは思えない走りを披露しました。
路面が乾いてきたこともあり、他のドライバーとは直接的な比較できませんが4名の中で最も
速いタイムをマークし周囲を驚かせました。全ドライバーがこの難しいコンディションの中で
も無事に走り切り、この日のプログラムはすべて終了しました。

Miura/Hashiramoto/Onohara/Kitamura
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（ ）

大雨の中でも安定した走りをした三浦。彼はこの1年でレースデビューを果たし、様々なコースやクルマで経験を積んで

きました。1年前の三浦ならこのような走りはできなかったはずです。これから先はドライバー人生を左右する勝負の1年

となるので、厳しい競争の中でさらに腕を磨いていってもらいたいです。

（ ）

 フルウェットで滑りやすいコンディションを経験した柱本。走行後は恐怖からか涙を流していましたが、ドライバー誰

もが経験することなので若干13歳でそれを経験できたことは大きいと思います。その数時間後に突如としてやってきた2回

目の走行チャンスも自ら走る決断をしたことは非常に評価できます。何事も経験を胸にこれからも続けてもらいたいです。

（ ）

初岡山を無事に終えた小野原。1セッション目で課題を見つけ2回目には修正することができました。連続走行で体力的

に辛かったと思いますが、しっかり走り切った経験が自信に繋がります。最初は周りに左右されず自分のペースで少しず

つ成長を見せてもらいたいです。

（ ）

初めての岡山で素晴らしい走りを見せた北村。1セッション目は慎重すぎるほどの走行でしたが、先輩ドライバーの走り

を見て挑んだ2回目の走行では攻めた走りに切り替えてペースも非常に良かったです。今後はドライコンディションに備え

てフィジカル面を強化していきたいところです。
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【トレーニングを終えて】

3期生の小野原と4期生の北村の岡山でのトレーニングがスタートしました。

これまで経験したことのない速度域でクルマを走らせることは非常に神経を使い、体力的にも厳しいはずです。

この新たなステージでさらに上のスキルを身に着けていってもらいたいです。

初めての2名を見て、同時に3期生で一足早く岡山でトレーニングを始めた柱本の成長も感じました。

ここからは同じステージで切磋琢磨しながら、お互いを高め合ってもらいたいです。

Junior Drive講師 白石勇樹
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